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前回の振り返り１

内閣府
知的財産戦略推進事務局

価値デザイン社会（2018.6知的財産戦略ビジョン）
経済的価値にとどまらない多様な価値が包摂され、そこで多様な個
性が多面的能力をフルに発揮しながら、「日本の特徴」をもうまく
活用し、様々な新しい価値を作って発信し、世界の共感を得る社会

脱 平 均
融 合
共 感
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つ
の
柱

知的財産推進計画2019

「（仮称）価値デザイン経営の普及戦略」

普及戦略の位置づけ

各組織、各個人（特に中小企業、スタートアップ企業）へ
価値デザイン経営が普及し、その実践が促される

各組織、各個人が価値デザイン経営を実践し、多様な価値創造メカニズムが生まれる

目指すべき社会像
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価値デザイン経営が普及し、その実践が促される
エコシステムの構築を目指す

普及戦略に従い、各関係者が取るべきアクションアイテムを実行
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価値デザイン経営の実践へ
（必要性認識＆共有、KDS紹介

支援者プール周知等）

普及活動
（有償）支援者派遣

支援
組織

支援要請

②普及戦略骨子（案） ～普及実践エコシステム～

支援者プール
（リスト等）に登録

支援
要請

支援者
リスト※照会

企業
支援者

中小企業診断士等各士業
コンサルティング企業等

※地域別支援者の氏名、

連絡先、実績、専門分野等

支援
仲介者

支援者
プール
＋窓口

企業
経営者

（有償）
研修、検定等

金融機関、
中小企業関連団体・組織等

中小企業
スタートアップ企業等

普及支援の働きかけ
（有償）研修

対価

対価

対価

本業支援
事業性評価融資等

KDSの紹介
施策連携

経済産業省
金融庁 等

内閣府

支援サービス市場
の拡大

（事務局より）
「価値デザイン経営の

普及戦略の策定に向けて」

（近藤委員より）
「経営デザインシートの
普及活用状況について」
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前回の振り返り２

（金融庁より）
事業成長担保権 （仮称）の

導入等について

（経済産業省より）
「ローカルベンチマークの概要と

今年度の取組」
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前回会合での主な御発言

• ツールではなく、価値デザイン経営という考え方の普及について考えるべき

• 中小、スタートアップ企業だけではなく大企業もKDSに関心を示している。自治体でも活用で
きる。議論を小さくするべきではない。広く社会に普及するという観点で議論してもいいので
は。様々な企業や自治体など同時多発的にKDSが盛り上がった方が普及する

• このエコシステムが何を産むのか、そして実践者となる企業経営者（むしろ社会全体としての
各プレーヤーやステークホルダ）にとってどのような効果が生じるのか、それがまた社会にど
う還元される（どのような影響をもたらす）のかという点まで表現いただけると良いかと思い
ます。

• KDSを描き、新たな価値に向けて実際に変革を行う、金融機関から支援を受けながら事業変革
している事例のシェアが重要。

• 中小企業とひとくくりにされるが、KDSを描ける会社と描けない会社に確実に分かれる。KDS
を描く余裕がない会社にやれと言っても響かない。ニンジンが必要なのが実情。金融機関を選
ぶ余裕のある企業もあれば、そんなことは恐れ多いと考える企業もある。そういった実情を踏
まえて考えるべき。まずはやる気のある企業向け、次にそれ以外の企業向けのステップに分け
て考えるべき。

• KDSはあるべき姿を想像し、それに向けて事業を革新していくもの。それに対する事業者側の
モチベーション、金融機関側のサポートに対するモチベーションが必要。
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「価値デザイン経営の普及に向けた基本指針」目次案

はじめに

１．価値デザイン経営ワーキンググループ
（１）ワーキンググループの目的
（２）基本指針の狙い

２．価値デザイン経営、経営デザインシートとは
（１）価値創造メカニズム
（２）価値デザイン経営
（３）経営デザインシート

３．価値デザイン経営の普及に向けた基本指針
（１）基本指針の位置づけ
（２）基本指針策定に向けて
（３）As Is（これまでの姿）
（４）To Be（これからの姿）
（５）To Do（これまでからこれからへの移行戦略）

４．おわりに
（１）今後に向けて
（２）今後の政府の取組案

関連資料

To Do（これまでからこれからへの移行戦略）
・各主体に合わせた普及方針
・それを実現するアクションアイテム

「価値デザイン経営の普及に
向けた基本指針」

＝

次ページ以降で詳細を御説明
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基本指針（案）における
各主体への普及方針、アクションアイテムのポイント

価値デザイン社会の実現を目指して、

① 価値デザイン経営を実践する企業における経営デザイン
シートの活用促進
（１）中小・スタートアップ企業（普及実践エコシステム）
（２）大企業

② 地域の主体における経営デザインシートの活用促進
（１）自治体
（２）大学
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企業
支援者

支援
仲介者

企業
経営者

中小企業・
スタートアップ企業

内閣府知的財産戦略推進事務局
経済産業省（経済産業局）

金融庁 等

KDSの紹介
支援者紹介

金融機関・金融関連団体
中小企業関連組織・団体 等

支援の
要請

普及活動
（有償）支援者派遣

対価

士業（弁理士・中小企業診断士等）
コンサルティング企業
中小企業支援組織 等

◆経営デザインシート（KDS）の普及に向けた取組
（関係省庁、関係者が連携して実施）
・個別機関、企業等への働きかけ
・セミナーでのKDSの紹介
・メディア掲載
・ワークショップの開催 等

支援依頼

本業支援
事業性評価融資等 支援の

要請

 内閣府知的財産戦略推進事務局を中心に、「経営をデザインする」考え方の普及を推進

 企業・金融機関・コンサル等における経営デザインシート（KDS）の活用例は、好事例としてウェブサイトで公表

 KDSの活用手法についての問合せがあるなど、KDSの一定の広がりが見られる

価値デザイン社会の実現

＜中小・スタートアップ企業＞普及実践エコシステム①（現状）
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企業
支援者

支援
仲介者

企業
経営者

中小企業・
スタートアップ企業

内閣府知的財産戦略推進事務局
経済産業省（経済産業局）

金融庁 等

KDSの紹介
支援者紹介

金融機関・金融関連団体
中小企業関連組織・団体 等

支援の
要請

普及活動
（有償）支援者派遣

対価

士業（弁理士・中小企業診断士等）
コンサルティング企業
中小企業支援組織 等

◆経営デザインシート（KDS）の普及に向けた取組
（関係省庁、関係者が連携して実施）
これまでの取組に加え、
・KDSとローカルベンチマークの連携強化
・先進事例やノウハウの収集強化と発信 等

支援依頼

本業支援
事業性評価融資等 支援の

要請

 支援仲介者における意識向上のため、普及活動を一層強化

 例えば、ローカルベンチマークとの連携強化や中小企業×金融機関による先進事例の公表等

 KDSの活用ニーズの増加と共に、KDSの活用を支える人材の育成・検定制度等の仕掛け作りを検討

価値デザイン社会の実現

先進事例
ノウハウ

＜中小・スタートアップ企業＞普及実践エコシステム②（普及取組の強化）
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企業
支援者

支援
仲介者

企業
経営者

中小企業・
スタートアップ企業

内閣府知的財産戦略推進事務局
経済産業省（経済産業局）

金融庁 等

価値デザイン経営の必要性の認識と共有
KDSの紹介

支援者プールの周知

金融機関・金融関連団体
中小企業関連組織・団体 等

支援の
要請

普及活動
（有償）支援者派遣

対価

士業（弁理士・中小企業診断士等）
コンサルティング企業
中小企業支援組織 等

◆経営デザインシート（KDS）の普及に向けた取組
（関係省庁、関係者が連携して実施）

本業支援
事業性評価融資等 支援の

要請

価値デザイン社会の実現

＜中小・スタートアップ企業＞普及実践エコシステム③（新組織の対応）

 KDSの活用を支える人材の育成、検定制度等の機能

 KDSの活用ニーズに応える機能として、支援仲介者と企業支援者の橋渡し

 KDSの活用に関するノウハウを集約し、共有する枠組み

これらを担い、
KDS活用の質の維持、
向上を担う組織が必要

支援の窓口
支援者プール

KDS活用の
質の維持・向上
（ノウハウ集約）

対価

支援者
の登録

普及の働き掛け
（有償）研修等 対価

（有償）研修・検定等

支援者リスト
の照会
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実例に基づく横展開を通じて、経営デザインシートの利活用を推進

＜大企業＞
統合報告書等の作成にあたり、経営デザインシートを活用
→統合報告書の作成前に経営デザインシートで思考を整理する
（実例：株式会社グーン、サトーホールディングス株式会社）

＜自治体＞
地域の将来を描くにあたり、経営デザインシートを活用
→「地域価値エコシステム」の実現に向けて、地域内の各プレイヤーと地域のビジョン、将来
の在りたい姿をデザインする
（実例：前橋市※、上田市） ※地域ビジョン作成後の事例分析で経営デザインシートを活用

＜大学＞
インターンシップにあたり、経営デザインシートを活用
→学生がインターンシップ先企業の将来を経営デザインシートで描くことで、同企業への理
解を深める
（実例：国際ファッション専門職大学）

＜大企業・自治体・大学＞経営デザインシートの利活用推進に向けた取組
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本日の論点（例）

価値デザイン経営の普及に向けた基本指針（案）について

〇章立て（目次案）は適切か、過不足は無いか

〇各主体への普及方針、アクションアイテムは適切か、過不足は無いか

〇中小・スタートアップ企業向け普及実践エコシステムは適切か、大企業、自治体、
大学へ実例に基づく横展開を通じて普及する方針は適切か
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